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【仮設トイレ等の種類】

仮設トイレを含む災害対策トイレには表７-１のようなものがある。

仮設トイレの設置には通常１～３日程度必要とされることから，仮設トイレが使用可能

となるまで，数日分の携帯型トイレや管理型トイレを備蓄しておくことも必要である。また，

和式仮設トイレでは高齢者などの災害弱者には使用しにくい場合があるため，可能な限り洋式仮

設トイレを優先的に設置するものとする。

表７-１ 災害対策トイレの種類

災害対策トイレ型式 概要 留意点

携帯型トイレ 既設の洋式便器等に設置して使用する

便袋（し尿をためるための袋）を指

す。

吸水シートがあるタイプや粉末状の

凝固剤で水分を安定化させるタイプ

等がある。

使用すればするほどゴミの量が

増えるため，保管場，臭気，回

収・処分方法の検討が必要。

簡易型トイレ 室内に設置可能な小型で持ち運びが

できるトイレ。し尿を溜めるタイプ

や機械的にパッキングするタイプな

どがある。し尿を単に溜めるタイ

プ，し尿を分解して溜めるタイプ，

電力を必要とするタイプがある。

いずれのタイプも処分方法や維

持管理方法の検討が必要。電気

を必要とするタイプは，停電時

の対応方法を準備することが必

要。

仮設トイレ

（ボックス型）

イベント会場や工事現場，災害避難

所などトイレが無い場所，またはト

イレが不足する場所に一時的に設

置されるボックス型のトイレ。

最近は簡易水洗タイプ（１回あたり

200ｃｃ程度）が主流となっており，

このタイプは室内に臭気の流入を抑

えられる機能を持っている。

ボックス型のため，保管場所の

確保が課題となりる。便器の下

部に汚物を溜めるタンク仕様と

なっている。簡易水洗タイプは

洗浄水が必要であり，タンク内

に溜められた汚物はバキューム

カーで適時汲取りが必要とな

る。

仮設トイレ

（組立型）

災害避難所などトイレが無い場所，

またはトイレが不足する場所に一時

的に設置される組立型のトイレ。パ

ネル型のものやテント型のものなど

があり，使用しない時はコンパ ク

トに収納できる。

屋外に設置するため，雨や風に

強いことやしっかりと固定でき

ることが求められる。
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マンホールトイレ マンホールの上に設置するトイレで

ある。水を使わずに真下に落とすタ

イプと，簡易水洗タイプがある。上屋部

分にはパネル型，テント型などがあり，

平時はコンパクトに収納できる。入口の

段差を最小限にすることができ

る。

迅速に使用するために，組立方

法等を事前に確認することが望

ましい。屋外に設置するため，

雨風に強いことやしっかりと固

定できることが求められる。プ

ライバシー空間を確保するた

め，中が透けないことや鍵・照

明の設置などの確認が必要で，

設置場所を十分に考慮する必要

自己処理型トイレ し尿処理装置がトイレ自体に備わっ

ており，処理水を放流せずに循環・

再利用する方式，オガクズやそば殻

等でし尿を処理する方式，乾燥・焼

却させて減容化する方式などがあ

処理水の循環等に電力が必要

で，汚泥・残渣の引き抜きや機

械設備の保守点検など，専門的

な維持管理も必要。

車載型トイレ トラックに積載出来る（道路交通法

を遵守した）タイプのトイレで，

道路工事現場など，移動が必要な場

所等で使用する。ほとんどが簡易水

洗式で，トイレ内部で大便器と小便

器を有したものもあり，状況に応じて

選択ができる。

トイレと合わせてトラックの準

備が必要となる。 簡易水洗タイ

プは洗浄水が必要であり，タン

ク内に溜められた汚物はバキュ

ームカーで適時汲取りが必要と

なる。

災害対応型常設トイレ 災害時にもトイレ機能を継続させる

ため，災害用トイレを備えた常設型

の水洗トイレのことを指す。多目的

トイレなど場所に応じた設計を行う

ことができる。

設置場所での運用マニュアルを

用意し，災害時対応がスムーズ

に行えるように周知することが

必要。


